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 議員生活も早１年３ヶ月目を迎えました。区議会報告として第２回定例会で決定した「肺

炎球菌ワクチンについて」と「木造住宅の耐震改修工事補助要件の拡大について」等のレポ

ートをしたいと思います。 
 
 
肺炎球菌ワクチンの助成金について 

 
10 月 1 日から区内在住で６５歳以上の方は本来は 8 千円の所 4 千円で接種を受けられる

ようになります。接種には、区が発行する予診票が必要です。対象の方には 9 月下旬頃送ら

れてきます。 
また、インフルエンザワクチンはこちらも 10 月 1 日から 25 年 1 月 31 日までの期間 2200

円で接種を受けられます。また、75 歳以上の方は無料で接種できます。こちらも予診票が

必要になります。 
 

肺炎球菌について 

 

肺炎は日本人の死因としては、がん、心疾患、脳血管疾患に次いで 4 位の病です。介護を

受けている高齢者の方は、肺炎にかかるリスクが高いといわれています。その理由として、

肺炎は細菌やウイルスなどが肺に入り込んで、炎症が起きる病気で、高齢者の方は抵抗力が

低下しているので、感染を起こしやすい為です。普段の生活の中で起こる肺炎の原因となる

細菌やウイルスのうち最も多いの（２８％）は肺炎球菌です。 
肺炎球菌ワクチンが 1 回の接種で十分な効果を持続する期間は約 5 年程度です。 
全ての肺炎を予防するものではありませんが、肺炎球菌による肺炎や杯血症などの感染症を

予防し、重症化を防ぐ為、肺炎による死亡率が低下するという、日本の研究報告があります。 
肺炎球菌ワクチンとインフルエンザワクチン（肺炎の原因の７，５％）の両方を接種してお

くことで、さらに効果的な肺炎予防ができます。（インフルエンザワクチンの効果は半年程

度とされています。） 
 
 



木造住宅の耐震改修工事補助要件の拡大について 

    
区では主に、1981 年 5 月 31 日以前に建てられた建物を対象に耐震化支援事業を進めて

きました。首都直下型地震の切迫性が指摘される中、命を守る事、周辺の建物に被害が及ば

ないような安全なまちにすることを最優先し、これまで耐震改修工事の補助対象としていな

かった「道路に突出している木造住宅」「敷地が道路に接していない木造住宅」にも補助す

ることとしました。 
 災害時焦って外に出ると落下物や避難した方のパニックなどから逆に危険な可能性があ

りますので、「災害に強い逃げないですむ安全なまち」にするため、区の耐震化支援事業を

ご利用ください。 
今回拡大した住宅も含め、耐震改修工事への補助を受ける際一定の要件がございますので、

気になりましたら、ご連絡くださいｐ。 
 上記の耐震改修の他に、予備耐震診断、耐震診断・補強設計への補助、耐震改修工事への

補助、工事管理への補助も行っています。 
 非木造建物の耐震化も要件がございますが、簡易耐震診断、補強設計への補助、耐震改修

工事への補助を行っています。 
上記の建物の耐震化とは別に「耐震シェルター設置」「耐震ベッド設置」への補助も行っ

ております。 
耐震化支援事業に並んで、アスベスト対策費の助成についても行っております。アスベス

ト含有調査費の助成やアスベスト除去等工事費の助成も行っています。助成の対象かどうか

はまず、ご相談ください。 
 
なお、いずれも行ってしまった後では助成できませんのでご注意ください。 

 

何かご不明な点は下記までご連絡お願いします。 

～ 新宿区議会議員  桑原 羊平  連絡先 ～ 

○事務所：〒１６０－００２３ 新宿区西新宿８－１－８ 

○ＴＥＬ：（０３）３３６６－００７１ ＦＡＸ：（０３）３３６９－１５９２ 

○ＨＰアドレス：https://kuwabarayohei.com/ 

ご協力お願い致します！ 

桑原羊平の活動は皆様のお力によって支えられています。 

是非ともご協力をお願いします。 

○ ポスターの掲示場所をご紹介下さい 

○ 新宿区内の知人、友人のご紹介下さると心強いです 

○ 地域イベントの情報を連絡頂けると嬉しいです 

○ 地域支援者の訃報などの連絡があるとありがたいです 

○ 自民党員募集中です 

https://kuwabarayohei.com/

